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と
じ
て
保
存
し
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う
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こ
の
た
び
昭
和
弱
年
刊
月
か
ら
同

U
年

3
月
末
ま
で
の
市
の
財
政
状
況
が
公
表
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
あ
ら
ま
し
を
お
し
ら
せ

し
ま
す
。

一
般
会
計
の

3
月
末
に
お
け
る
収
支
状
況
を
み

ま
す
と
、
予
算
額
に
対
し
て
歳
入
が
九
二
・
二

折
、
歳
出
が
八
八
軒
執
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、

特
別
会
計
全
体
で
は
、
歳
入
が
九
七
・

五
軒
、
歳
出
が
七
二
・
四
ザ
と
な

っ
て
お
り
、
農

業
共
済
事
業
に
お
け
る
支
出
が
少
な
か
っ
た
こ
と

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

歳
入
の
う
ち
、
市
税
は
七
億
六
百
九
十
七
万
円

で
、
九
七
・
こ
が
わ
の
収
入
割
合
と
な
っ
て
い
ま
す
。

3
月
末
の
市
償
額
は
八
億
八
千
九
百
四
十
七
万

円
あ
り
、
と
れ
は
市
民
一
人
あ
た
り
一
万
八
千
八

百
七
十
五
円
の
負
担
割
合
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ー・・ ーーーー.~. _.ー・ーー
ーーーー.ーーーーー・・・ーーー

出歳

3月末における一般会計収支状況
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一般会計収支状況は月末)

入

づおつ報広第3種郵便物認可

歳

区 分 |予算額 |収入済額|話会

市 税 7億2，7方5向9 7110，6万9円7 97.% 2 
地方交付税 5{世6，8755依7，112100.4 
国庫支出金 41<<0.551 3健7，140 91. 6 
県支 出 金 1憶1.690 8，417 72.0 
市 債 i111也0，360 5.420 52.3 
分担金 及び負担金 8，823 7.475 84.7 
使用料 及び手数料 6，628 6，045 91.2 
財 産 l民 入 5.213 4，498 86.3 
諸 収 入 ι819 4，469 92.7 
繰 越 金 2.654 2，654 100.0 
自動 車取得税交付金 2，600 2，417 93.0 
寄 付 金 1.304 959 73.6 
自動車重量譲与税 600 一 一
特交 通別安交全 付対 策金 ]96 196 100.0 

歳入合計 122健5.072120健7.499192.2 

固定質進税

ぷ、d色1.7o9?f月
J 

， ; 、

告
示
第
五
号

魚
津
市
財
政
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条

例
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
、
昭
和
必
年
四

月
1
日
か
ら
昭
和
何
年

3
月
別
日
ま
で
の

期
間
の
財
政
状
況
を
次
の
と
お
り
公
表
し

ま
す
。昭
和
釘
年
6
月
初
日

魚

津

市

長

清

河

七

良

①
必
年
度
一
般
会
計
予
算
執
行
状
況

①
必
年
度
特
別
会
計
予
算
執
行
状
況

出

区 分 |予算額|支出済額|諮

総 務 費 4億ι9万0円9 3俄4.7万6円1 77.'4 d 
民 生 費 3健3.3323億1.749 95.3 
教 育 費 3億2，43021宜8，60] 88.2 
土 木 費 3悠2，413211，1;9，287 90.4 
農林水産業費 2健5.877211J2，089 85.4 
0: 債 費 1他4.4421健4，379 99.6 
衛 生 費 1億1.76611宜0，391 88.3 
災害復旧費 11宜0.756 8.661 80.5 
消 防 費 6.427 6.161 95.8 
労 働 費 5.788 5.408 93.4 
議 会 費 3.441 3.339 97.0 
商工費 3.4141 3.1821 93.2 

歳出合計 122健5.072119健8.0451 88.0 

歳
ク99万舟(1耳9やも〉
6$671.月(<1グラ1.)
..<.39:6A (0.3%) 
/9.・4万月 (o..2~)
.1.ai.月<0./%)

市税の収入額内訳

市

有

財

一

土

地

三

四

万

七

、

八

O
四
平
万
M

一

建

物

一
O
万
六
、
五
九
四
平
方
M

一

有

価

証

券

一

そ

の

他

二

、
O
九
三
万
円

一

基

金

四

、
四
四
六
万
円

産

乙
ん
な
事
業
を
実
施
:・

〔
道
路
の
補
装
工
事〕

特別会計収支状況は月末)

会 計 区 分 I :Y ~ ø I 執行状況予算額 収入済額|割合 |支出済額|割合

下水道 事業 41万1円 29万7内 95.4 % 36万1円 87.8 % 

簡易水道事業 56 62 110.2 51 91.1 
。 (大海寺地区) 572 444 77.6 432 75.4 
ノ， (鉢地 区) 22 31 143.1 17 79.8 
イP (吉野地 区〉 2.003 1.869 93.3 1.862 92.9 
国民健康保険事業 3健6.2963億6.188 99.7 2健9.102 80.2 
農業共済事業(農作物) 5.566 5.565 99.9 129 2.3 
// (家 734 560 76.3 369 50.3 
ペ7 (業 務) 3.344 2.763 82.6 3.131 93.7 

メEL3 計 14lt9.00414億7，779I 97.513倦5.4541 72.4 
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第3種郵便物毘可

3
月
末
に
お
け
る
給
水
人
口
は
二
万

下
半
期
は
赤
字

経

理

状

づ

;兄

お

下
半
期
に
お
け
る
損
益
収
支
は
、
下

表
の
と
お
り
で
す
。
収
入
で
は
、
水
道

料
な
ど
三
千
百
六
十
八
万
円
の
収
益
に

対
し
、
配
給
水
質
、
人
件
費
、
利
息
な

ど
三
千
三
百
四
十
八
万
円
の
費
用
が
か

か
っ
て
い
ま
す
。

乙
れ
を
差
引
き
ま
す
と
、
百
八
十
万

円
の
赤
字
と
な
り
ま
す
が
、
上
半
期
は

利
益
が
で
て
い
ま
す
の
で
一
年
を
通
す

と
黒
字
に
な
る
予
定
で
す
。

い
っ
ぽ
う
貸
借
対
照
表
の
残
高
勘
定

に
よ
り
ま
す
と
、
資
産
の
部
に
お
い
て

一
千
四
百
十
二
万
円
、
負
債
、
資
本
の

部
に
お
い
て
一
千
九
百
八
十
七
万
円
が

上
半
期
に
く
ら
べ
、
そ
れ
ぞ
れ
増
加
し

て
い
ま
す
。

う報広47. 7. 1 

二
百
十
四
戸
ふ
え
る

業

務

状

j兄

水道局では、とのほど昭

和46年10月から同47年3月
末までの水道事業会計の状

況を発表しましたが、つぎ

にそのあらましをおしらせ

します。

八
千
三
百
九
十
一
人
、

給
水
戸
数
五
千

七
百
八
十
五
戸
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

を
、
前
年
の

3
月
末
と
く
ら
べ
て
み
ま

す
と
、
人
口
で
三
百
八
十
八
人
、

戸
数

で
二
百
十
四
戸
が
そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
て

い
ま
す
白

ま
た
、
下
半
期
だ
け
で
百
十
万
八
千

立
方
M
を
配
水
し
、
こ
の
う
ち
、
各
家

庭
へ
給
水
さ
れ
た
水
量
は
七
十
一
万
四

千
立
万
M
で
、
有
収
水
量
惑
は
六
四

・

四
刷
れ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
前
年
同
期
に
く
ら
べ
て
、
総

配
水
量
は
二
十
一
万
立
方

M
、
総
有
収

水
量
が
三
万
立
方
M
削
減
少
に
な
っ
て
お

り
、
こ
れ
は
雪
の
少
な
い
冬
期
で
あ
っ

た
の
で
、
消
雪
用
に
使
用
さ
れ
な
か
っ

た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
給
水
原
価
は
、
一
立
方

M
に

つ
き
三
十
九
円
七
十
六
銭
、
供
給
価
格

が
三
十
四
円
八
十
九
銭
と
、
一
立
方

M

に
つ
き
四
円
八
十
七
銭
の
赤
字
と
な
っ

て
い
ま
す
。

斜 目 |予算額lryR812対兵制雪
5.31万5円 2.49万1円

% 

給水収益 46.9 
受託工事収益 869 508 58.5 
その他収益 173 169 97.7 
収益 合計 6.357 3.168 49.8 

原水及び浄水質 353 220 62.2 
配水及び給水費 454 190 41. 9 
受託工 事 費 785 510 64.9 
総 係 費 2.374 1.365 57.5 
減価償却費 1.075 489 45.5 
資産減耗費 21 56 266.7 
その他営業費用 50 61 122.6 
支 払 示リ ，息 913 456 49.9 
予 備 費 1 28.6 
(うち職員給与費) (2.010) (1.130) (56.2) 
費用 合 計 6.031 3.348 55.5 

差 ヨ| 3261ム180I 

46年度下半期損益収支
(3月末現在〉

M
W
年
度
下
半
期
に
行

な
っ
た
お
も
な
事
業
は

次
の
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。

①
横
枕
地
内
送
水
管
布

設
、
杉
野
・
印
回
線
、

印
田

・
三
田
間
線
な

ど
五
路
線
、
延
長
一

千
五
百
五
十
五

M
に

七
十
五

1
四
百
戸
以
の
配
水
管
を
工

費

一
千
五
十
八
万
円
で
敷
設む

①
横
枕
第
二
水
源
地
に
水
中
ポ
ン
プ
一

台
を
工
費
百
三
万
円
で
設
置
。

①
横
枕
第
二
水
源
地
の
ポ
ン
プ
室
一
カ

所
と
メ
ー
タ
ー
室

一
カ
所
の
築
造
や

配
管
布
設
に
三
十
六
万
円
。

①
上
半
期
に
引
続
き
漏
水
個
所
を
な
く

す
る
た
め
、
配
給
水
管
な
ど
の
修
理

百
九
十
七
カ
所
、
不
感
メ
ー
タ
ー
器

五
十
六
個
の
取
替
え
な
ど
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

釘
年
度
事
業
計
画

昭
和
鈎
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
た
第

一
次
拡
張
事
業
計
画
は
、
的
年
度
を
も

っ
て
終
わ
り
、
あ
ら
た
に
給
水
区
域
の

拡
張
と
、
一
日
最
大
給
水
量
の
増
加
を

は
か
る
た
め
、
上
水
道
事
業
第
二
次
変

更
計
画
を
策
定
し
、
釘
年
度
か
ら
実
施

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
U

と
と
し
は
、
配
水
管
六
千
三
百
三
十

五
M
を
工
費
二
千
二
百
万
円
で
布
設

し
、
給
水
区
域
の
拡
張
を
計
画
し
て
い

ま
す
。釘
年
度
の
予
算
を
み
ま
す
と
、
収
益

的
収
支
に
お
い
て
、
二
百
七
十
四
万
円

の
純
利
益
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

い
っ
ぽ
う
資
本
的
収
支
に
お
い
て

は
、
企
業
債
二
千
万
円
の
収
入
に
対
し
、

支
出
に
は
、

建
設
改
良
費
二
千
四
百
八

十
五
万
円
、
企
業
債
償
還
金

一
千
百
三

万
円
を
あ
わ
せ
て
三
千
五
百
八
十
八
万

円
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
は
、
収
入
額
が
一
千
五
百
八

十
八
万
円
不
足
し
ま
す
の
で
、
内
部
留

保
金

一
千
百
十
四
万
円
と
、
収
益
的
収

支
の
残
額
二
百
七
十
四
万
円
お
よ
び
建

設
改
良
積
立
金
二
百
万
円
を
も
っ
て
補

て
ん
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

収益的収支

区 分 |金 額

収 営業 収益 6.094 万円

醤業外 収益 112 
入 計 6.206 

支
営業費 用 ι917 
営 業外費用 965 

出
予 備 費 50 
計 5.932 

差 号l 274 

- 3一

資本的収支

区 分 l金 額

業 2.000 万円

計 2.000 

支 建設改良質 2.485 
企業債償還金 1.103 

出 計 3.588 

差 号| |ム1.588
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社

会

を

明

る

く

す

る

運

動

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
は
7
月
1

日
か
ら
剖
固
ま
で
行
な
わ
れ
ま
す
。
乙

の
運
動
の
重
点
目
標
は
、
「
住
民
参
加

に
よ
る
青
少
年
の
非
行
防
止
」
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

こ
の
運
動
の
趣
旨
を
家
庭
に
地
域
社

会
に
浸
透
し
て
ゆ
く
こ
と
が
た
い
せ
つ

な
こ
と
で
す
。

明
る
い
ま
ち
、
平
和
な
社
会
を
つ
く

る
に
は
、
「
犯
罪
の
な
い
ま
ち
」
「
暴

力
の
許
さ
れ
な
い
ま
ち
」
「
青
少
年
が

す
こ
や
か
に
伸
び
て
行
け
る
ま
ち
」
「

交
通
地
獄
の
な
い
ま
ち
」
を
地
域
住
民

が
の
ぞ
ん
で
い
ま
す
。

家
庭
の
平
和
と
明
る
さ
は
、
家
庭
の

づお-つ報広

最
近
、
く
み
取
り

便
所
か
ら
水
洗
便
所

に
切
り
換
え
ら
れ
る

家
庭
が
ふ
え
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
し
尿

浄
他
槽
の
維
持
管
理

に
は
、

専
門
的
知
識

が
必
要
で
、
設
置
し

た
ま
ま
放
置
し
た

り
、
維
持
管
理
が
悪

い
と
、
臭
気
の
発
散

や
、
放
流
水
質
の
悪

他
に
よ
り
、
環
境
衛
生
上
、
好
ま
し
く

な
い
こ
と
が
お
き
て
き
ま
す
。

そ
の
た
め
法
律
で
は
、
し
尿
浄
化
糟

の
維
持
管
理
基
準
を
も
う
け
て
、
定
め

第3種郵便物認可

水洗便所の維持管理

基準を守ろう

人
々
が
築
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
社
会
を
明
る
く
す
る
に
は
、
社

会
人
全
体
が
守
り
築
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
私
た
ち
の
隣
り
に
、
一
人
で

も
暗
い
非
行
の
あ
る
と
と
は
、
そ
れ
は

地
域
社
会
に
つ
な
が
る
暗
さ
で
あ
り
、

不
幸
で
あ
り
ま
す
。
市
内
に
は
、
保
護

司
が
二
十
六
人
お
ら
れ
ま
す
が
、
こ
の

人
た
ち
は
、
明
る
い
社
会
を
築
く
た

め
、
物
と
心
の

両
面
に
惜
に
心
を
用

い
、
青
少
年
育
成
と
保
護
の
任
を
全
う

し、

更
生
保
護
の
た
め
、
明
る
い
社
会

建
設
に
努
力
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
民

の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す。ら
れ
た
機
能
が
維
持
さ
れ
る
よ
う
保
守

点
検
、
清
掃
な
ら
び
に
放
流
水
の
水
質

試
験
な
ど
の
作
業
を
行
な
う
よ
う
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
尿
浄
化
槽
を
無
届
け
宅
設
置
し
た

り、

維
持
管
理
基
準
を
守
ら
な
い
人
が

あ
り
ま
す
が
、
お
互
い
に
快
適
な
日
常

牛
活
を
お
く
る
た
め
に、

十
分
基
準
を

守
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す

五
百
一
人
以
上
の
施
設
に
は
技
術
管

理
者
が
必
要
で
、
乙
れ
以
下
の
場
合
は

し
尿
浄
他
槽
清
掃
業
者
な
ど
に
管
理
を

代
行
さ
せ
る
と
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
近
く
浄
化
槽
設
置
者
を
対
象

に、

維
持
管
出
講
習
会
が
ひ
ら
か
れ
ま

す
の
で
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

県
な
ど
主
催
に
よ
る
統
計
グ
ラ
フ
コ

ン
ク
ー
ル
が
行
な
わ
れ
ま
す
。
応
募
作

品
は
、

8
月
白
日
ま
で
富
山
市
新
総
曲

輪
一
番
七
号
、
富
山
県
統
計
調
査
課
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
応
募
資
格
H
県
内
に
在
住
す
る
人

マ
区
分
H
①
小
学
校
三
年
以
下
①
小

学
校
四
年
以
上
①
中
学
生
④
高

校
以
上
の

統

計

グ

ラ

フ

学

生

①

作

品

募

集

一

般
マ
課
題
H
自

由
で
す
が
、
小
学
校
の
作
品
は
、
児

童
が
観
察
し
た
結
果
を
グ
ラ
フ
に
し

た
も
の
。
中
学
生
は
既
存
統
計
の
利

用
ま
た
は
観
察
し
た
結
果
を
グ
ラ
フ

に
し
た
も
の
で
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
市
役
所
総
務
課

へ
お
間
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

簡
易
保
険
最
高
制
限
額

が
三
百
万
円
に

郵
政
省
で
は
、
生
活
水
準
の
向
上
と

事
故
災
害
の
多
発
に
そ
な
え
て
、
保
険

内
容
の
充
実
を
は
か
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
た
び
保
険
の
最
高
制
限
額
が
三
百

万
円
(
改
正
前
二
百
万
円
)
に
引
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。

し
た
が
っ
て
、
こ
れ
に
傷
害
特
約
を

つ
け
ま
す
と
、
万
一
の
場
合
に
は
、
九

百
万
円
と
い
う
大
型
保
険
が
実
現
す
る

乙
と
に
な
り
ま
す
。
(魚
津
郵
便
局
)

第
=
二
七
号

軍
人
恩
給
は、

准

士
宮
以
上
十
三
年
、

下
士
官
以
下
十
二
年

以
上
の
在
職
年
数
の

あ
る
人
(
本
人
が
死

亡
し
て
い
る
と
き
に
は
そ
の
遺
族
)
に

支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。

乙
の
恩
給
算
定
の
基
礎
と
な
る
軍
人

と
し
て
の
在
職
年
数
は
、
実
在
職
年
数

(
外
地
で
の
抑
留
期
間
を
含
む
)
に
従

軍
し
た
地
域
、

期
間
な
ど

に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
定
め

一

ら
れ
て
い
る
追
加
年
(
加

一

算
年
と
い
わ
れ
る
)
を
加

一

ぇ
、
さ
ら
に
他
の
公
務
員

一

訪
問

の
経
歴
の
あ
る
人
は
、
そ

一

の
期
間
を
通
算
し
て
計
算

一

申

さ
れ
ま
す
。

一

〉

こ
の
加
算
、
通
算
の
万

一

(

法
、種
類
、
内
容
は
恩
給
法

一

給

に
定
め
て
あ
り
ま
す
が
、

一

(、

そ
れ
ら
は
、
過
去
い
く
た

一

医ぬ

び
か
の
法
律
改
正
に
よ
っ

一

に

て、

順
次
制
定
追
加
さ
れ

一

，

て
き
ま
し
た

、

一

軍

新
し
く
恩
給
の
つ
く
人

一

や
現
任
恩
給
受
給
者
で
、

裁
定
の
基
礎
と
な

っ
た
在
職
年
数
が
さ

ら
に
延
長
す
る
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
恨

拠
と
な
っ
て
い
る
法
律
の
適
用
期
限
内

に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

く
ね
し
い
こ
と
は
、

富
山
県
厚
生
部

社
会
福
祉
諜
恩
給
係
へ

お
間
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
〈
恩
給
加
算
、
通
算
区
分
〉

へ

)
は
申
請
期
限

マ
抑
留
加
算
(
一
次
改
正
)
の
算
入
H
昭

編
集
発
行
人

本

章

沢

和
初
年
9
月
2
日
か
ら
引
続
い
て
海

外
(二
次
を
除
く
)
に
あ
っ
て
、
帰
国

す
る
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
加
算
を

つ
け
る
叫
(
灯
年
9
月
初
固
ま
で
)

マ
文
官
と
軍
人
期
間
の
通
算
に
お
け
る

軍
人
加
算
の
算
入
H
文
官
に
軍
人
の

期
聞
を
通
算
す
る
場
合
、

軍
人
期
間

に
か
か
る
加
算
を
認
め
る
。

(必
年

臼
月
抗
日
ま
で
)

マ
準
士
宮
以
上
の
恩
給
非
該
当
者
に
対

す
る
特
別
措
置
H
昭
和

一

初
年

8
月
日
日
以
後
に

一

退

職

し
た
準
士
宮
以
上

?

一

で
、
在
職
年
十
二
年
以

:

一

上
十
三
年
未
満
者
に
対

き

一

し
、
下
士
官
の
最
高
級

続

一

の
階
級
の
恩
給
を
支
給

巴日

一

す
る
。
(
却
年
9
月
初

ミ

一

日
ま
で
)

苧」

一

-

kv
一

マ
抑
留
加
算

(
二
次
改
正

内

一

)
の
算
入
日
南
西
諸
島

民

一

小
笠
隙
諸
島
、
硫
黄
列

日
川

一

島

、
問
鳥
島
お
よ
び
千

宜
ハ

一

島
列
島
の
抑
留
期
間
に

一

加
算
を
つ
け
る
。
(
回

一

年
9
月
初
日
ま
で
〉

マ
戦
地
外
戦
務
加
算
の
算

入
H
内
地
、

台
湾
、
南
朝
鮮
な
ど
で

戦
務
に
従
事
し
た
期
間
に
加
算
を
つ

け
る
。

(回
年
9
月
初
日
ま
で
)

マ
下
士
官
以
上
の

一
時
恩
給
の
支
給
H

下
士
宮
以
上
で
、
引
続
く
実
在
職
年

が
三
年
以
上
七
年
未
満
で
、
そ
の
聞

に
下
士
宮
と
し
て
の
在
職
年
が
一
年

以
上
の
も
の
に
一
時
恩
給
を
支
給
す

る。

(
従
来
は
七
年
以
上
十
二
年
未

満
)

(臼
年
9
月
初
日
ま
で
)

- 4一

印
刷
所

魚
津
印
刷
株
式
会
社


